





た上で，自律的に学ぶことができる学生を育てる e ラーニングの可能性について考察する。 
 
















































入学後の初年次教育（2016 年 4 月から 2017 年 1 月）
で，オンライン英語学習に取り組んだ 1 年生から 2 ク
ラス（54 名）を対象として質問紙調査（選択式・自由







1. はい  2. いいえ 
2. Mukogawa English Reader を行うときは，学習時
間を決めていた。 
1. 非常にそう思う  2. そう思う 
3. そう思わない  4. まったくそう思わない 
3. Mukogawa English Reader を行うときは，事前に
学習計画・手帳に設定していた。 
1. 非常にそう思う  2. そう思う   
3. そう思わない  4. まったくそう思わない 
4. Mukogawa English Reader の学習時間は，不定期
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だった。 
1. 非常にそう思う  2. そう思う   
3. そう思わない  4. まったくそう思わない 
5. あなたが Mukogawa English Reader を取り組む機
器のうち，利用頻度を２位まで教えてください。 
1.  PC（自宅）  2. PC（大学施設内‐図書館含む） 
3. スマートフォン  4. タブレット端末   
5. その他（ ） 
6. あなたが Mukogawa English Reader を取り組む場
所の利用頻度を 2 位まで教えてください。 
1. 自宅  2. 図書館  3. 大学教室  
4. 学外（カフェなど）   
5. 通学途中（電車・バス・駅）  6. アルバイト先 
7. Mukogawa English Reader をできなかった週があ
れば，その理由を教えてください（自由記述） 
8. あなたはMukogawa English Readerで学習する際に，
教員のアドバイスや励ましが必要だと思いますか？    
1. はい  2. いいえ 
























ものが，図 2 である。質問「2.Mukogawa English Reader
を行うときは，学習時間を決めていた」とたずねたと
ころ，83％の学生は学習時間を決めることはなかった







































結果を述べる（図 3 参照）。 
「5.あなたが Mukogawa English Reader を取り組む
情報機器のうち，利用頻度を２位まで教えてください」
という質問では，自宅で PC（パソコン）を利用する学
















図 3 e ラーニングで利用した端末機器 
 
さらに，質問「6.あなたが Mukogawa English Reader
を取り組む場所の利用頻度 2 位まで教えてください」

























図 4 e ラーニングに取り組んだ場所 
 
（4）学生の課題未提出について 









表 1 自由筆記のコメント 
コメント抽出 人数
① 忘れていた ９ 







最 後 に 教 員 の 関 わ り に つ い て ，「 8. あ な た は
















図 5 e ラーニングへの教員の働きかけについて 
 


























響すると答えたコメントが 8 件であった。（表 3） 
 
表 3 質問 8－2 自由記述コメント 
コメント抽出 人数
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